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 要 旨   

 

目的： 

飲酒による各種疾患発症のメカニズムは解明されていない。各種疾患へのアルコールの影響に

介在する表現型（phenotype）を同定するための検討を行った。 

 

方法： 

UK バイオバンクの 22 万人からの 7800 の表現型と飲酒（各種飲料）との agonistic 関連分析

を行った。さらに、飲酒を暴露要因、飲酒を媒介因子とする因果における表現型、アウトカム

としての各種疾患との間のフェノムワイド関連分析、媒介分析を行った。 

 

結果： 

飲酒との関連における 45の表現型の中で、20の表現型は飲酒との因果関係を認めた。GGT、

平均赤血球体積、平均赤血球ヘモグロビン濃度は、最も強い因果関係を示した。GGT、身体不

活動は、飲酒、肝硬変、アルコール依存の間の経路の媒介因子であった。 

 

結論： 

飲酒と 20 の表現型との間の因果関係が示され、また、飲酒による健康影響に身体活動が媒介

効果を認めた。 

 
 

 


